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は
じ
め
に

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
（
図
一
、
図
二
、
図
三
、
図
四
）
は
、
大
坂
の
著
述
家
暁
鐘

成
（
一
七
九
三
〜
一
八
六
〇
）
の
肖
像
を
松
川
半
山
（
一
八
一
八
〜
八
二
）（
1
）が
描
き
、

花
屋
主
人
こ
と
鼎
左
（
一
八
〇
二
〜
六
九
）
が
着
賛
し
た
作
品
（
以
下
、
本
資
料
と
す

る
）
で
あ
る
。

　

本
資
料
は
、
大
阪
関
係
資
料
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
知
ら
れ
た
鬼
洞
文
庫
に
収
蔵

さ
れ
、
近
年
当
館
の
所
蔵
と
な
り
、
修
復
を
施
し
た
う
え
で
、
平
成
二
九
年
度
特
集
展

示
「
ほ
の
ぼ
の
俳
画　

生
田
南
水
」
展
に
お
い
て
公
開
し
た
。
こ
の
展
観
は
、
明
治
か

ら
昭
和
に
か
け
て
俳
諧
の
宗
匠
と
し
て
、
ま
た
文
筆
や
好
古
の
人
と
し
て
知
名
で
あ
っ

た
生
田
南
水
（
一
八
六
〇
〜
一
九
三
四
）
の
俳
画
を
紹
介
す
る
た
め
の
企
画
で
あ
っ
た

が
、
南
水
が
鐘
成
の
如
き
人
と
評
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
南
水
の
祖
父
と
鐘
成
が
知

己
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
瑞
龍
寺
に
あ
る
鐘
成
墓
碑
の
建
立
に
携
わ
っ
た
こ
と
な

ど
、
鐘
成
と
は
縁
が
あ
る
た
め
本
資
料
を
参
考
資
料
と
し
て
展
示
し
た
。
本
資
料
に
つ

い
て
は
部
分
図
が
紹
介（
2
）さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
鐘
成
研
究
に
お
い

て
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
全
図
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
な
い
。
よ
っ
て
多
数

の
著
述
を
な
し
、
大
坂
の
文
化
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
鐘
成
の
面
影
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
好
資
料
と
し
て
、
ま
た
製
作
年
代
の
明
ら
か
な
半
山
画
と
し
て
も
資
料
的
価
値

が
あ
る
と
考
え
こ
こ
に
紹
介
す
る
。

　

な
お
像
主
の
鐘
成
の
伝
記
や
事
績
に
つ
い
て
は
、
石
割
松
太
郎
「
暁
鐘
成
伝
」（
船

越
政
一
郎
編
『
浪
速
叢
書
』
第
七
巻
、
昭
和
二
年
〔
一
九
二
七
〕、
浪
速
叢
書
刊
行
会
）、

長
友
千
代
治
「
暁
鐘
成
研
究
」（
大
阪
府
立
図
書
館
編
『
大
阪
府
立
図
書
館
紀
要
』
第

六
号
、
昭
和
四
五
年
〔
一
九
七
〇
〕）
が
詳
し
く
、
本
稿
で
は
新
た
に
加
え
る
事
績
の

な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

一　

資
料
の
概
要

　

本
資
料
の
概
要
は
次
の
通
り
。

　

名
称　
　

木
村
明
啓
翁
画
像
（
暁
鐘
成
像
）（
3
）　

　

作
者　
　

松
川
半
山
画　

花
屋
主
人
（
鼎
左
）
賛

　

材
質　
　

紙
本
着
色
、
賛
は
墨
書

　

員
数　
　

一
幅

「
木
村
明
啓
翁
画
像
（
暁
鐘
成
像
）　

松
川
半
山
画　

花
家
主
人
賛
」
に
つ
い
て

岩
佐　

伸
一
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「木村明啓翁画像（暁鐘成像）　松川半山画　花家主人賛」について

　

法
量　
　

縦
一
三
〇
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル　

横
三
〇
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

年
代　
　

文
久
元
年
（
＝
万
延
二
年
〔
一
八
六
一
〕）
二
月
二
五
日
賛

　　

上
部
に
は
鼎
左
が
鐘
成
の
伝
を
記
し
、
末
尾
に
は
「
萬
延
二
年
辛
酉
春
如
月
念
五
日
」

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
万
延
二
年
（
一
八
六
一
）、
す
な
わ
ち
文
久
元
年
二
月
二
五
日

の
着
賛
と
知
ら
れ
る
。
画
面
下
部
に
は
半
山
が
鐘
成
の
像
を
描
く
。

二　

賛
文

　

ま
ず
は
賛
文
の
翻
字
を
示
す
。
／
は
改
行
を
示
し
、
で
き
る
限
り
本
資
料
に
用
い
ら

れ
た
文
字
を
採
っ
た
。
な
お
翻
字
は
肥
田
皓
三
先
生
（
元
関
西
大
学
教
授
）
よ
り
ご
教

示
い
た
だ
い
た
。

　
「
華
屋
」（
朱
文
瓢
形
印
）

性
ハ
木
村
名
明
啓
号
晴
翁
俗
彌
四
郎
と
称
す
浪
華
市
井
乃
産
に
し
て
頗
近
世
乃
一
奇
人

な
り
又
暁
鐘
成
ハ
門
生
に
襲
て
／
鶏
鳴
舎
と
革
め
童
蒙
教
訓
民
家
文
用
乃
雑
書
其
外
数

篇
を
著
し
狂
歌
及
畫
を
善
し
て
雷
鳴
四
方
に
轟
く
先
年
難
波
な
る
／
瑞
龍
禅
寺
乃
傍
ら

に
居
を
移
し
て
在
職
斎
南
坡
と
い
ふ
後
薙
髪
し
て
好
む
処
に
随
ひ
謾
に
未
曽
志
留
坊
一

禅
と
云
其
記
あ
り
其
歌
に
曰
／
す
つ
て
よ
く
に
た
る
み
そ
し
る
坊
主
と
そ
是
や
し
や
く

し
乃
す
く
ひ
な
ら
ま
し
或
ハ
手
鍋
庵
の
侘
に
遊
び
中
頃
西
南
乃
諸
邨
に
／
遊
歴
し
て
い

た
ら
さ
る
処
な
し
既
に
其
名
処
図
會
を
あ
ら
は
す
萬
延
紀
元
庚
申
乃
冬
十
二
月
中
乃
九

日
と
い
ふ
日
か
り
初
乃
病
ひ
に
／
臥
し
暁
乃
か
ね
を
一
期
と
し
て
泉
下
乃
客
と
な
る
こ
ゝ

に
友
人
松
川
半
山
其
肖
像
を
写
し
追
福
作
善
の
雅
筵
を
開
く
因
に
／
其
略
傳
及
ひ
遺
吟

を
記
し
て
以
て
後
の
記
念
と
は
な
し
侍
り
ぬ　
　

骸
骨
乃
上
を
粧
ふ
て
は
な
楓
さ
と
ら

ぬ
先
が
深
い
／
た
の
し
美
六
十
有
八
晴
翁　
　

懐
旧
花
影
あ
と
に
残
す
に
ほ
ひ
や
花
も

み
ち　

花
屋
主
人
「
桃
之
本
」（
朱
文
長
方
印
）
／
萬
延
二
辛
酉
春
如
月
念
五
日

　

こ
れ
を
記
し
た
の
は
大
坂
の
俳
人
鼎
左
で
あ
る
。
鼎
左
は
、
氏
を
藤
井
、
号
は
鼎
左

の
ほ
か
大
黒
庵
、
花
屋
庵
、
桃
の
本
な
ど
と
称
し
た
。
備
後
出
身
で
大
坂
に
至
り
、
奇

淵
に
俳
諧
を
学
ぶ
。
後
に
大
黒
庵
な
ど
の
号
を
師
か
ら
受
け
継
ぎ
、
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）
刊
の
『
浪
華
名
流
記
』
に
は
、
俳
諧
は
も
と
よ
り
琴
や
書
画
も
善
く
し

た
と
記
さ
れ
る
。

　

さ
て
本
文
は
、
鐘
成
の
姓
名
号
に
始
ま
り
、
そ
の
著
述
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
、
狂
歌

や
作
画
に
優
れ
て
い
た
こ
と
、
瑞
龍
寺
近
傍
へ
の
転
宅
、
狂
歌
を
挙
げ
、
さ
ら
に
は
各

地
を
遊
歴
し
名
所
図
会
を
著
し
た
こ
と
を
記
す
。
こ
こ
ま
で
の
配
列
や
内
容
は
、
文
事

や
芝
居
を
好
む
傍
ら
高
松
藩
家
老
を
務
め
た
木
村
黙
老
（
一
七
七
四
〜
一
八
五
六
）
の

著
述
『
京
摂
戯
作
者
考
』
に
類
似
し
た
点
が
多
く
あ
る
。
そ
の
成
立
年
は
知
ら
れ
な
い

も
の
の
、
黙
老
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
没
し
て
い
る
た
め
そ
れ
以
前
で
あ
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
文
言
が
す
べ
て
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、『
京
摂
戯
作
者
考
』

は
本
資
料
に
先
行
す
る
た
め
、
鼎
左
が
そ
れ
を
参
考
に
し
た
可
能
性
、
ま
た
は
双
方
の

元
と
な
る
よ
う
な
記
載
の
存
在
を
指
摘
し
て
お
く
。
次
い
で
鐘
成
の
没
年
や
月
日
、
本

資
料
の
制
作
に
関
す
る
事
情
、
鐘
成
の
狂
歌
、
鼎
左
の
句
が
続
く
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る

没
年
月
日
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
齟
齬
は
な
い
。
興
味
深
い
の
は
半
山
が
、
鐘

成
の
「
追
福
作
善
の
雅
筵
」
を
開
く
に
あ
た
っ
て
本
資
料
を
制
作
し
た
と
記
す
点
で
あ

る
。
半
山
が
鐘
成
と
至
っ
て
近
し
い
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
学
に
よ
り
指
摘
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
点
か
ら
は
、
肖
像
の
執
筆
お
よ
び
追
善
会
の
開
催
を
半
山
が

行
っ
た
と
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
文
久
元
年
一
一
月
に
は
甥
に

よ
っ
て
鐘
成
の
追
薦
が
な
さ
れ
た
際
の
刷
り
物
が
紹
介（
4
）さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
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れ
に
先
ん
じ
て
、
没
後
間
も
な
く
に
血
縁
者
で
は
な
い
半
山
が
追
善
会
を
開
い
た
可
能

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
交
誼
の
深
さ
が
知
ら
れ
よ
う
。
ま
た
遺
吟
と
さ
れ
る
こ
こ
に
記

さ
れ
る
狂
歌
に
つ
い
て
は
、
本
作
品
以
外
に
も
別
号
の
ひ
と
つ
晴
翁
の
署
名
が
あ
る
色

紙
の
存
在
が
、
先
掲
長
友
氏
論
考（
5
）に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

三　

画
像

　

本
資
料
の
像
主
を
描
い
た
半
山
は
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
ま
た
は
文
政
五
年
、

狂
歌
師
鬼
粒
亭
力
丸
を
父
と
し
て
大
坂
に
生
ま
れ
、
四
条
派
の
絵
師
菅
松
峰
を
師
と
し

て
画
を
学
び
、
本
作
品
の
像
主
で
あ
る
鐘
成
の
著
述
に
多
く
の
挿
絵
を
描
い
て
い
る
。

版
本
挿
絵
の
作
例
が
多
く
、
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば
一
六
〇

件
を
上
回
る
著
述（
6
）に
関
与
し
た
。
そ
の
研
究
は
、
長
友
氏
や
影
山
純
夫
氏
ら
に
よ

り
版
本
を
主
体
と
し
た
画
業
が
詳
述（
7
）さ
れ
て
い
る
。

　

両
氏
の
研
究
に
お
い
て
は
版
本
挿
絵
が
そ
の
対
象
の
主
体
を
占
め
、
近
年
に
な
っ
て

中
野
朋
子
氏
の
論
考
に
よ
り
、
肉
筆
画
も
俎
上
に
上
る
こ
と
と
な
っ
た
。
従
来
、
版
本

挿
絵
に
研
究
の
重
き
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
影
山
氏
も
述
べ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
肉
筆
画
の
存
在
が
多
く
確
認
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
を

占
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
現
在
で
も
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
筆
者

も
半
山
の
肉
筆
画
、
特
に
画
稿
で
は
な
い
本
画
を
知
る
機
会
は
少
な
い
。
そ
う
と
は
い

え
、「
納
涼
風
俗
図
」（
尼
崎
市
教
育
委
員
会
蔵
）、「
大
阪
名
所
絵
巻
物
」
の
う
ち
〔
新

町
九
軒
の
夜
桜
〕（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
）（8
）、「
雲
煙
過
眼
帖
」
の
う
ち
乾
冊
（
大

阪
歴
史
博
物
館
蔵
）、「
大
坂
祭
事
風
俗
図
」（
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
）、「
浪
華
勝
概
帖
」

の
う
ち
の
数
図
（
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
）
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
半
山
は
あ
る
程

度
肉
筆
画
を
手
掛
け
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

本
資
料
画
像
作
者
の
半
山
と
像
主
鐘
成
の
交
誼
の
ほ
ど
は
、
長
友
千
代
治
「
松
川
半

山　

幕
末
・
明
治
維
新
期
に
お
け
る
一
挿
画
作
者
の
動
向

」（
谷
山
茂
教
授
退
職

記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
『
谷
山
茂
教
授
退
職
記
念　

国
語
国
文
学
論
集
』、
塙
書
房
、

昭
和
四
七
年
〔
一
九
七
二
〕
所
収
）
に
お
い
て
詳
し
く（
9
）、
同
論
攷
で
は
、
そ
の
画

業
を
区
分
す
る
際
に
鐘
成
を
基
準
と
さ
れ
る
点
に
お
い
て
も
鐘
成
の
重
要
度
が
知
ら
れ

る
。

　

さ
て
、「
翠
栄
堂
半
山
寫　
「
松
川
安
信
」〔
白
文
方
印
〕「
義
卿
」〔
白
文
方
印
〕」
の

署
名
と
印
章
を
伴
う
半
山
画
に
目
を
移
す
と
、
剃
髪
し
、
黒
の
羽
織
を
身
に
着
け
た
姿

で
描
か
れ
る
。
像
主
は
正
座
し
、
向
か
っ
て
左
方
を
向
く
。
羽
織
は
黒
色
で
は
あ
る
も

の
の
濃
墨
に
よ
る
均
質
な
着
色
で
は
な
く
、
袖
や
裾
に
は
か
す
れ
も
見
え
濃
度
に
は
差

が
あ
り
、
平
板
さ
を
避
け
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
襦
袢
を
白
く
、
着
物
は
暗
緑
色
、

面
貌
は
代
赭
で
塗
ら
れ
、
口
元
に
は
わ
ず
か
に
朱
色
が
施
さ
れ
る
。
羽
織
と
同
じ
く
着

物
の
着
色
に
も
筆
触
が
分
か
る
程
度
の
む
ら
が
見
ら
れ
る
。
像
は
淀
み
の
な
い
輪
郭
線

で
表
さ
れ
、
か
す
れ
が
生
じ
て
い
る
点
か
ら
は
運
筆
に
速
さ
が
認
め
ら
れ
る
。
像
に
向

か
っ
て
右
側
の
肩
か
ら
下
方
へ
の
線
、
す
な
わ
ち
袖
や
裾
の
線
は
濃
く
、
左
側
と
は
濃

度
の
差
が
認
め
ら
れ
る
。
鑑
賞
者
か
ら
す
る
と
濃
い
部
分
は
手
前
に
来
る
と
認
識
さ
れ

る
た
め
、
奥
行
き
の
感
覚
を
生
み
出
す
た
め
の
配
慮
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

む
ら
の
あ
る
彩
色
と
と
も
に
、
半
山
の
平
板
さ
回
避
の
細
や
か
な
表
現
と
い
え
よ
う
。

頭
部
に
着
目
す
る
と
、
鼻
が
面
貌
輪
郭
線
の
内
側
に
収
ま
っ
て
お
り
宮
本
君
山
『
漢
画

独
稽
古
』（
文
化
四
年
〔
一
八
〇
七
〕）
に
見
ら
れ
る
人
物
図
の
う
ち
「
四
分
面
図
」
に

近
い
。
頬
骨
が
出
て
お
り
、
毛
の
豊
か
な
眉
は
や
や
釣
り
上
が
り
、
表
情
と
し
て
は
険

し
く
見
え
る
。
背
景
は
描
か
れ
ず
、
像
主
以
外
に
描
か
れ
る
も
の
は
画
面
向
か
っ
て
左

に
あ
る
巾
着
袋
の
み
で
あ
る
。
生
前
の
鐘
成
の
姿
は
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
刊
の

同
人
著
作
『
鐺
日
奇
観
』（
10
）の
う
ち
に
あ
る
「
鐺
日
清
談
家
会
合
之
図
」
に
見
え
、
こ
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ち
ら
も
剃
髪
姿
、
黒
の
羽
織
に
無
地
の
着
物
を
身
に
着
け
て
い
る
。
や
や
前
屈
姿
勢
で

は
あ
る
が
、
向
か
っ
て
左
方
を
向
く
点
、
少
し
痩
け
ぎ
み
の
頬
な
ど
を
含
め
て
本
資
料

と
共
通
す
る
点
が
あ
り
、
本
資
料
は
鐘
成
生
前
の
姿
に
近
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

江
戸
時
代
も
後
期
か
ら
末
期
に
な
る
と
、
庶
人
の
肖
像
画
が
描
か
れ
る
例
が
多
く
な

る
。
試
み
に
地
域
を
大
坂
、
時
代
を
幕
末
に
、
像
主
を
庶
人
と
し
た
作
例
に
限
る
と
、

当
館
に
は
「
若
松
主
人
像　

長
谷
川
貞
信
筆
」（
図
五
）
と
「
薮
鶴
堂
像　

薮
長
水
筆
」

（
図
六
）
の
所
蔵
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
と
本
資
料
を
比
較
す
る
と
、

い
ず
れ
も
像
主
は
正
座
を
し
、
向
か
っ
て
左
を
向
き
、
像
主
の
鼻
先
は
輪
郭
線
の
内
側

に
収
ま
る
か
ほ
ぼ
重
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
先
に
挙
げ
た
宮
本
君
山
の
言
を
借
り
れ
ば
「
四

分
面
」
ま
た
は
「
三
分
面
」
の
表
現
を
採
り
、
手
は
膝
に
指
を
揃
え
て
置
く
、
何
ら
か

の
物
品
が
描
き
添
え
ら
れ
る
、
床
面
は
描
か
れ
な
い
、
款
記
や
印
章
は
像
に
向
か
っ
て

右
側
に
記
さ
れ
る
、
画
面
下
端
よ
り
画
面
全
体
の
五
な
い
し
は
六
分
の
一
ほ
ど
を
余
白

と
し
、
像
は
そ
の
上
方
に
位
置
す
る
な
ど
の
点
が
共
通
す
る
。
か
つ
、
本
資
料
も
含
め

て
い
ず
れ
も
対
と
な
る
画
像

例
え
ば
婦
人
像

な
ど
は
現
存
し
な
い
。
ま
た
、
長
谷

川
貞
信
（
一
八
〇
九
〜
七
九
）
と
薮
長
水
（
一
八
一
四
〜
六
七
）
は
、
と
も
に
半
山

（
一
八
一
八
〜
八
二
）
と
生
没
年
が
比
較
的
近
く
活
動
時
期
も
重
な
る
。
さ
ら
に
、
制

作
者
や
像
主
の
属
性
は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
「
米
屋
善
七
像　

宣
長
筆
」（
図
七
）

も
収
蔵
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
例
示
し
た
作
例
と
類
似
し
た
様
相
を
見
せ
る
。

　

僅
か
な
例
か
つ
粗
々
で
は
あ
る
も
の
の
、
本
資
料
が
当
時
の
大
坂
に
お
け
る
庶
人
の

肖
像
の
類
型
的
な
表
現
を
採
っ
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

本
資
料
の
賛
が
記
さ
れ
た
文
久
元
年
（
＝
万
延
二
年
〔
一
八
六
一
〕）
の
前
年
十
二

月
十
九
日
に
鐘
成
は
亡
く
な
っ
た
が
、
本
図
の
賛
は
そ
の
約
二
ヶ
月
後
に
記
さ
れ
、
絵

も
同
時
期
と
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
伝
や
画
像
は
鐘
成
の
真
を
得
て
い
よ
う
。
追
善
会
に

掲
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
遺
像
で
あ
る
た
め
、
画
像
と
賛
文
に
は
一
定
の
敬
意
が
込

め
ら
れ
て
も
い
よ
う
し
、
同
時
代
の
庶
人
の
肖
像
と
し
て
の
型
を
踏
襲
し
て
い
る
点
は

指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

鐘
成
、
鼎
左
、
半
山
の
三
者
の
相
互
関
係
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い

て
は
、
筆
者
浅
学
の
た
め
全
く
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
江
戸
時
代
後
期
か
ら

幕
末
に
か
け
て
の
大
坂
に
お
け
る
肖
像
画
の
展
開
と
と
も
に
、
そ
れ
が
明
ら
か
と
な
る

こ
と
を
願
い
本
資
料
の
紹
介
を
終
え
る
。

註（
1
）
半
山
の
生
年
に
つ
い
て
は
異
説
が
あ
る
。『
浪
華
名
流
記
』（
安
政
三
年
〔
一
八
五
六
〕
刊
）

で
は
生
年
を
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
と
し
、
船
越
政
一
郎
「
松
川
半
山
伝
」（『
浪
速
叢

書
』
第
七
巻
、
昭
和
二
年
〔
一
九
二
七
〕、
浪
速
叢
書
刊
行
会
）
で
は
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）

と
す
る
。
本
稿
筆
者
に
は
い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
判
じ
が
た
い
ゆ
え
に
併
記
し
た
。　

（
2
）
中
野
朋
子
「
松
川
半
山
筆
「
納
涼
風
俗
図
」
に
つ
い
て
の
一
考
察　

制
作
年
代
と
描
か

れ
た
景
観

」（
大
阪
歴
史
博
物
館
編
『
大
阪
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
六
号
、
平
成

一
九
年
〔
二
〇
〇
七
〕
所
収
）

（
3
）
資
料
の
名
称
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。
暁
鐘
成
の
姓
は
木
村
、
名
は
明
啓
で
あ
る
た
め

付
与
さ
れ
た
名
称
と
解
さ
れ
る
が
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
筆
名
の
暁
鐘
成
を
も
併
記
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
た
た
め
、
今
回
は
当
館
登
録
資
料
名
称
に
（
暁
鐘
成
像
）
を
付

加
し
た
。

（
4
）
長
友
千
代
治
「
暁
鐘
成
研
究
」（
大
阪
府
立
図
書
館
編
『
大
阪
府
立
図
書
館
紀
要
』
第
六
号
、

昭
和
四
五
年
〔
一
九
七
〇
〕）
文
久
元
年
条
お
よ
び
挿
図
参
照

（
5
）
前
掲
註
の
長
友
氏
論
考
の
う
ち
、
嘉
永
五
年
の
条
に
記
さ
れ
る
。
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（
6
）http://base1.nijl.ac.jp/~tkoten/　

平
成
三
〇
年
〔
二
〇
一
八
〕
八
月
三
一
日
時
点
か

つ
検
索
欄
の
「
全
項
目
」
に
お
い
て
「
松
川
半
山
」
を
検
索
語
と
し
た
数
値
。

（
7
）
半
山
に
か
か
わ
る
主
要
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
註
2
の
中
野
氏
論
攷
の
ほ
か
、
以
下
の

論
考
が
挙
げ
ら
れ
る
。

 

長
友
千
代
治
「
松
川
半
山
著
作
年
表
稿
」（
愛
知
県
立
大
学
国
文
学
会
『
愛
知
県
立
大
学

説
林
』
第
二
〇
号
、
昭
和
四
七
年
〔
一
九
七
二
〕
所
収
）

 

長
友
千
代
治
「
松
川
半
山　

幕
末
・
明
治
維
新
期
に
お
け
る
一
挿
画
作
者
の
動
向

」（
谷

山
茂
教
授
退
職
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
『
谷
山
茂
教
授
退
職
記
念　

国
語
国
文
学
論
集
』、

塙
書
房
、
昭
和
四
七
年
〔
一
九
七
二
〕
所
収
）

 

多
治
比
郁
夫
、
佐
藤
敏
江
「
明
治
六
年
の
松
川
半
山　

河
内
屋
茂
兵
あ
て
書
簡
と
著
画

刊
行
年
表
」（
大
阪
府
立
図
書
館
編
『
大
阪
府
立
図
書
館
紀
要
』
第
二
四
号
、
昭
和
六
三

年
〔
一
九
八
八
〕
所
収
）

 

影
山
純
夫
「
松
川
半
山
論
」（
神
戸
大
学
「
近
代
」
発
行
会
『
近
代
』
第
八
五
号
、
平
成

一
二
年
〔
二
〇
〇
〇
〕）
所
収
）

 

大
高
洋
司
「
収
蔵
品
紹
介　

松
川
半
山
旧
蔵
本
に
つ
い
て
」（『
館
報
池
田
文
庫
』
第
一
八
号
、

平
成
一
三
年
〔
二
〇
〇
一
〕
所
収
）

 

枝
松
亜
子
「
近
代
へ
の
視
点 

松
川
半
山
の
「
風
景
画
」
を
み
る
」 （『
関
西
大
学
哲
学　

山

岡
泰
造
先
生
古
希
記
念
論
集
』
第
二
四
号
、
平
成
一
六
年
〔
二
〇
〇
四
〕
所
収
）

 

中
野
朋
子
「
松
川
半
山
筆
肉
筆
風
俗
画
に
み
る
幕
末
維
新
期
の
大
坂
の
風
俗
の
動
向
」（
笠

井
昌
昭
編
『
文
化
史
学
の
挑
戦
』
思
文
閣
出
版
、
平
成
一
七
年
〔
二
〇
〇
五
〕
所
収
）

（
8
）「
大
阪
名
所
絵
巻
物
」
の
う
ち
〔
新
町
九
軒
の
夜
桜
〕
は
、
平
成
一
二
年
度　

大
阪
府
立

中
之
島
図
書
館
初
夏
の
展
示
「
松
川
半
山
展　

幕
末
明
治
初
期
の
挿
絵
画
家

」
で
公

開
さ
れ
て
お
り
、
同
展
観
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
。　

（
9
）
同
論
攷
で
は
、
半
山
最
初
の
挿
絵
と
し
て
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
刊
の
大
蔵
永
常
『
綿

圃
要
務
』
と
す
る
。
筆
者
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
を
調
査
し
た
が
、
前
掲
出
註

（
7
）
の
影
山
氏
文
献
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
同
書
に
は
半
山
の
挿
絵
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
。
同
書
の
挿
絵
に
記
名
す
る
の
は
暁
鐘
成
と
長
谷
川
雪
堤
の
二
名
。

（
10
）
本
書
は
都
賀
庭
鐘
『
垣
根
草
』
の
改
題
増
補
本
。
本
稿
筆
者
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館

蔵
本
を
参
照
し
た
。
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授
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こ
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き
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。
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「木村明啓翁画像（暁鐘成像）　松川半山画　花家主人賛」について

図版一　
木村明啓翁画像（暁鐘成像）　全図

図版二　
木村明啓翁画像（暁鐘成像）　賛部分
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図版三　
木村明啓翁画像（暁鐘成像）肖像部分

図版四　
木村明啓翁画像
（暁鐘成像）
半山落款部分
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「木村明啓翁画像（暁鐘成像）　松川半山画　花家主人賛」について

図版五　
若松主人像　長谷川貞信筆（伊勢谷慶子氏寄贈）

図版六　
薮鶴堂像　薮長水筆（森田和子氏寄贈）
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図版七　
米屋善七像　宣長筆（永井君子氏寄贈）
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